
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 71回理科に関する研究記録展枕崎市審査会 

＜特選＞ ３年上村瑛心  ４年小湊瑛珠  ６年前田湊士 

＜入選＞ ３年日渡陽太  ５年橋口倖大  ６年上迫優奈 

「歩育」のススメ 

  桜山小学校 

  ブログ 

家庭でも「対話」してみませんか？ 
校長  内薗 博之 

「主体的・対話的で深い学び」 聞いたことがありますか？

学校での教育活動は，文部科学省が出す学習指導要領に基づい

て行われています。学習指導要領は全国どこでも一定水準の教

育を受けられるようにするためつくられた大切なものです。 

学習指導要領は約 10年ごとに見直されています。現在の学習

指導要領の中に「主体的・対話的で深い学び」という言葉があ

ります。これからの社会がどんなに変化して予測不能になって

も，自ら課題を見つけ出し，自ら学び，考え，判断して行動

し，明るい未来を世界中の子供たちが力を合わせて創っていっ

てほしいという願いを実現するために取り組むものです。本校

では特に「対話的な活動」に重点を置いて取り組んでいます。 

ところで，「対話」とは何でしょう？ スマホなどの普及によ

って，コミュニケーションが SNSやメール等を通じて行われる

ことが多くなりました。その結果，失われたものが「対話」で

す。価値観が多様化している現代だからこそ，ネットを使った

意思伝達ではなく，単なる会話でもなく，「対話する」ことが重

要になってきているのです。 

では，「対話」と「会話」はどう違うのでしょうか？ 「対

話」とは，一人一人が今まで当たり前と思ってきたことについ

て，もう一度みんなで考え直し，新しい解釈や意味付けを行う

ことです。互いの価値に優劣をつけて批判し合うのではなく，

人種や年齢，性別等，多様な価値観を互いに認め合って，誰も

が生きやすい社会をつくるには，「創造的対話」ができる能力を

子供たちに身に付けさせることは必要不可欠です。 

また，将来イノベーション（新たな考え方や技術を取り入れ

て新しい価値を生み出し、社会に大きな変化をもたらす）をも

たらし社会が発展していくには，創造的対話がなければいけま

せん。イノベーションは誰か優秀な人の頭の中から生まれるの

ではなく，異なったバックグラウンドや経験を持つ人と人がぶ

つかり合い，高め合うことで生み出されるのです。「ぶつかり合

う」といっても互いを批判し合うのではなく，多様な人々が問

題の解決に向けて自分の考えを出し合い，よりよいものを共に

創り上げるために対話を重ねることで新しいものがつくり出さ

れ，イノベーションが生まれるのです。 

難しいことを書いてきましたが最後に…。対話にこうあるべ

きという形はありません。おしゃべりや雑談と違って，難しそ

うに感じられますが，まずは肩肘を張らずに相手の言葉に耳を

傾けることから始めましょう。相手のことを批判せずに，自分

の言葉で語ることを続けていけば，自然と対話が「創造的」に

なってきます。一緒に対話できる子供を育てていきましょう。 

「コイがいました」「ゴミが落ちていました」朝，校門に立っ

ていると子供たちは色々なことを話かけてきます。転んでケガ

をして泣いている下級生を，上級生が優しく励ましながら登校

してくることもあります。 

 歩きながら，子供たちは毎日同じ景色を

見ているようで，途中でたくさん発見をし，

刺激を受け，想像力を掻き立てられながら

登校しています。 

 先日，「気持ちいいあいさつだね」と地域の方に褒められ，嬉

しくて「はい」と笑顔で返事をしている様子を目にしました。

この何気ないやり取りが，子供たちに社会の一員としての自覚

を育んでいます。 

 子供たちは忙しいです。少年団や習い事，もちろん勉強もし

なくてはいけません。また，交通事故の報道や不審者情報等が

後を絶たず，大人も気の休まる暇がありません。子供たちの不

安や負担を少しでも減らしてあげようと，忙しい時間を割いて

子供を学校へ送ってくださる保護者の皆様の気持ちはよく分か

ります。しかし，登下校の時間は，子供たちにとって大切な成

長の時間でもあります。 

「歩育」という言葉があります。歩育の基本は「七五三」で

す。高学年が 700ｍ，中学年が 500ｍ，低学年が 300ｍ，学校の 

手前で車を降りて歩いて登校する時間

をつくってあげましょうという取組で

す。少しでも歩いて登校する時間を子供

たちにつくってあげてみてはいかがで

しょうか。 

✐10月の行事予定✐ 

４日（水）ＳＯＳの出し方教室（６年） 

     委員会活動（後期編成） 

５日（木）運動会全体練習 

９日（月）スポーツの日 

桜咲カップＰＴＡバレーボール大会 

１２日（木）運動会全体練習 ＰＴＡ常任委員会 

１４日（土）土曜授業日 中学生による読み聞かせ 

１６日（月）国体なぎなた競技観戦 

１８日（水）運動会全体練習 

２０日（金）小中合同あいさつ運動 

 運動会準備 

２１日（土）臨時ＰＴＡ奉仕作業 

２２日（日）運動会 

２３日（月）振替休日 

２５日（水）クラブ活動 地区ＰＴＡ会員等教育講演会 

２６日（木）卒業アルバム写真撮影（６年他） 

３１日（火）市小学校陸上記録会（５・６年） 

10月 24日（火）～27日（金）スマイルウィーク 

10月 30日（月）～11月２日（木）給食強調週間 

校訓 かしこく やさしく たくましく 

枕崎市立桜山小学校 ９月号 

TEL0993-72-9883 FAX0993-72-6956 

創立１５５年 建学の心 真
しん

誠
せい

敬愛
けいあい

 

受賞 おめでとうございます！ 

 枕崎商工会議所女性会のみなさんは，三十周年記念事業の一

環として「生理の貧困」事業を始められました。昨年度は枕崎

市内の小中学校に，生理用ナプキンを寄贈していただきまし

た。今年度は，子供たちの健やかな成長のために有効活用して

ほしいということで寄付金をいただきました。 

 子供たちの保健・衛生面の環境整備のために活用させていた

だきたいと思います。ありがとうございました。 

枕崎商工会議所女性会より 
寄付金をいただきました 

行事の詳細については，別途
配布するプリントや学級通信等
で御確認ください。 


